
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
全国研修会事務局 

国際医療福祉大学保健医療学部 谷口敬道 

FAX.0287-24-3016 E-Mail.zenkentochigi@yahoo.co.jp 

 

市民公開講座のおしらせ 

自立支援に向けたリハビリテーションマネジメントと連携 

～拡がる作業療法のフィールド～ 

第 42 回全国研修会                                       栃木県作業療法士会 

参加無料 

作業療法・・・ 

栃木県作業療法士会ホームページ 

⇒http://www.tochi-ot.com 

高次脳機能障害者の 
社会的自立を目指して 

東川悦子（NPO 法人日本脳外傷友の会理事長） 

11:10～12:40  メインホール 

緩和ケアへの取り組み 

9:30～11:00  メインホール 

丹波嘉一郎（自治医科大学附属病院 医師） 特別支援教育と作業療法 

生活の中の福祉機器 

9:30～11:00  サブホール 

11:10～12:40  サブホール 

渡邉愼一（横浜市総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ） 

三澤一登（愛媛十全医療学院） 

＊申込は不要です。当日直接会場にお越しください。 

緩和ケア･･･辛くないようにがん等と付き合っていくための方法。 

単に病気に対する治療としてだけでなく、患者さんの辛さを体と心、生活 

さらには患者さんを支えるご家族までを含めて全体として支えていく 

緩和ケアの取り組みをお話して頂きます。 

 

特別支援教育･･･障害は個性・支援を必要としている子た

ちの成長・発達のすべてにわたり主体性を尊重しながらもできる援助 

の形は何か、リハビリテーションの担い手である作業療法士は、 

教育現場とどのように連携を取れば、お互いの専門性を生かし 

生かされるのかについてお話して頂きます。 

 

福祉機器･･･障害のある方や高齢者の様々な生活

場面を可能な限り自分で出来るようサポートし、 

介護にあたる家族の負担を軽減する様々な生活用具を 

福祉機器・自助具の専門家・作業療法士がお話いたします。 

 

高次脳機能障害･･･脳の損傷により外見からはわかりにくく、本人の自覚

も、家族の理解もされにくい「見えざる障害」を抱えた方の社会的自立。 

当事者とその家族の会の全国組織である NPO法人日本脳外傷友の会 

の理事長にお話して頂きます。 

    

  日 時  10 月 5 日（日） 9:00 開場 

  場 所  栃木県総合文化センター 


